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介護保険制度改正について
令和8年4月より

●介護保険料を算定する際の所得基準額の変更
　介護保険料算定において、保険料段階の「第1段階」と「第2段階」および「第4段階」と
「第5段階」を区分する所得の基準額が、809,000円から826,500円に変更となりました。

（●32～33ページ）

●介護保険施設を利用したときの
　負担軽減における基準額が変更

（●27ページ）

　所得の低い方が介護保険施設を利用したときに、食費・居住費が軽減される場合の
「第2段階」と「第3段階①」を区分する所得の基準額が、809,000円から826,500円
に変更となりました。また、「第3段階①」「第3段階②」に該当する方の食費と居住費の
負担限度額が一部変更となりました。

（●26ページ）

●高額介護サービス費の
　自己負担における基準額が変更
　高額介護サービス費において、個人の自己負担上限額の「15,000円」と「24,600
円」を区分する所得の基準額が809,000円から826,500円に変更となりました。

（●25ページ）

●介護保険施設を利用したときの
　食費の基準額が変更
　介護保険施設を利用したときに負担する食費の基準額が1,445円から1,545円に
変更となりました。

●令和7年度税制改正に伴う
　令和8年度介護保険料の算定の特例
　令和７年度税制改正により給与所得控除の最低保障額が55万円から65万円に引
き上げられましたが、介護保険事業の歳入歳出のバランスを保つため、令和7年度税
制改正前の給与所得控除額を用いた所得にて介護保険料を算定します。

令和8年8月より

令和８年度介護保険料に限り

（●33ページ）


